
平成30年 11月 26日

19:30～於 西新町長屋工房

歴史と出会えるまちづくり船場城西の会 第 186回会議

■代表挨拶

■活動経過報告等

・世界文化遺産連携会議サミット・エクスカーション 2018-11-21～22(中 山冒ほ代表報告)

口代表及び役員変更登記について

行政機関の業務幅張による遅延のためしばらく時間がかかる旨、藤本行政書士から達絡があつた。

■船場御坊楽市の準備について

=前日干6時より準備する。テラシのポスティングを行なう。当日は7:30集合。

=山陽電車発行の出陽沿線行楽ごよみ 12月分に掲載済。

■ 「飾磨県の成立から第二次兵庫県へ」イベントについて

`県政 150年事業として中山副代表が申請手続を行つたが、事業対象は勉強会と資料作成までで、開催日が異

なるまち歩きは一連の事業にはできないとのことで外すこととなつた (趣旨説明ではまち歩きも入れた)。

それに伴い、「兵庫県のルーツを訪ねる ・飾磨県庁跡地」イベントから名称を上記の通りに今後変更する。

・総事業費 158000円で助成金 150000円と会負担 8000円で賄う。

事業費内訳 :印刷費 13000円、会場費 5000円、講師代 20000円、交通費 (講師、スタッフ打合せ)3000円 。

事業開始は12/1、完了は3/20。
             //‐

~~

・県政 150年事業として中播磨県民り,―に助成金 15万円申語し、会場費、講師料、案内チラシ(講座、歴史ウ

ォーク)、資料作成 (配布用)、ノベルティ (クリアファイル)制 作に充てる。
・ 2月 10日(日)に藤原先生の講座開催、3月 10日(日)に歴史ウォークを開催。

口次固定例会(忘年会)の開催について

白日時、場所、会費について協議する。

■今後の活動その他

・12/31除夜の鐘イベント

E■ 次回定例会については未定です。■


